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平成 23 年度大学教員業績評価実施結果報告 

 

平成 24 年３月 15 日 

筑 波 大 学 

 

 

Ⅰ 大学教員業績評価の概要 

 大学教員業績評価については、「大学教員業績評価指針」が平成 21 年５月 21 日の教育研究評議会

において決定され、平成 21 年度より実施することとなった。本評価は、今年度で３度目の実施とな

る。 

  

１．目的 

(1) 教員自らが自身の活動を客観的に分析し、活動の改善・質の向上を図る 

(2) 教員の活動に対する正当かつ積極的な評価による処遇への反映やインセンティブの付与 

(3) 評価結果の分析を通じた大学や各組織における施策への反映 

(4) 国立大学法人としての社会への説明責任 

 

２．実施体制 

  大学院博士課程研究科を評価の実施組織とし（ただし、人間総合科学研究科においては、「人間」、

「体育」、「芸術」及び「医学」の４分野をそれぞれ実施組織とした。）、それぞれ、教員の自己

点検・評価結果に係る評価の実施及び SS（極めて優れた活動内容）評価候補教員の選定等を行うた

め、部局等評価委員会を設置した。 

なお、大学本部等において勤務する教員にあっては、評価を担当する副学長が評価を実施した。 

また、SS 評価教員の認定等に係る検討・審議を行うため、教育研究評議会の下に、評価を担当す

る副学長及び部局等評価委員会の長により構成される大学教員業績評価全学評価委員会（以下「全

学評価委員会」）を設置した。 

 ※評価の実施組織等 

  人文社会科学研究科、ビジネス科学研究科、数理物質科学研究科、システム情報工学研究科、生命環境科学研究科、 

人間総合科学研究科(人間)、人間総合科学研究科(体育)、人間総合科学研究科(芸術)、人間総合科学研究科(医学)、 

図書館情報メディア研究科、大学本部等教員 

 

３．評価の方法等 

   評価の方法等の概要は以下のとおりである。 

 (1) 教員による自己点検・評価 

    教員は、自身の前年度の活動実績について領域ごとに自己点検・評価を行い、大学院博士課 

程研究科長（以下「研究科長」）へ「大学教員業績評価自己点検・評価票」を提出した。 

※評価領域 

  ・「教育」、「研究」、「社会貢献・学内運営」（活動に応じて「診療､センター、附属学校」を追加。） 

・大学本部等教員：任務とする「本部業務」 
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※評価の段階 

 Ｓ（平均水準を大きく上回っている）、Ａ（平均水準を上回っている）、Ｂ（平均水準の活動内容である）、 

Ｃ（平均水準を下回っている） 

 

(2) 部局等評価委員会による評価 

  教員による自己評価の妥当性については、研究科長の責任の下、部局等評価委員会における 

評価において確認するとともに必要なコメントを付し、研究科長を通じて教員へ通知した。 

 

(3) 全学評価委員会による SS 評価教員の認定 

   部局等評価委員会の選考を通じて、研究科長より推薦される SS 評価候補教員の中から、領域 

ごとに SS 評価教員を認定した。 

 

４．スケジュール 

平成 23 年 ５月   研究科長へ評価の実施について通知 

７月～ 教員による自己点検・評価の実施 

                 部局等評価委員会による評価の実施、SS評価候補教員の選定 

11月   研究科長よりSS評価候補教員の推薦 

全学評価委員会によるSS評価教員の認定 

12月   SS評価教員の認定について学長へ報告 

  平成 24 年 １月  SS 評価教員の認定について教育研究評議会へ報告 

  平成 24 年 ３月   平成 23 年度大学教員業績評価結果について教育研究評議会へ報告 
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Ⅱ 大学教員業績評価の実施結果の概要 

１．評価実施者 

 評価対象者 1,617 人（平成 23 年 5 月 1 日）のうち、評価実施者は 1,578 人であり、評価実施率

は 97.6%と昨年度より上昇した。 

 

領域別実施者数 

３領域で評価を実施した者    1,032 人 

４領域で評価を実施した者      536 人  

 

（注）大学本部等において勤務する教員(10 人)を除く。 

（注）３領域実施者は、「教育」、「研究」及び「社会貢献・学内運営」の領域で評価を実施した者。 

（注）４領域実施者は「教育」、「研究」及び「社会貢献・学内運営」の領域のほか、活動に応じて「診療」、「センター」又は「附

属学校」の領域で評価を実施した者。 

 

２．SS 評価教員認定結果 

  全学評価委員会において、研究科長より評価の実施組織ごとに推薦のあった候補者の中から、推

薦順位、領域及び職位のバランス等を考慮し、19 人を SS 評価教員として認定した。 

【職位別】              【領域別】（のべ人数） 

職位 人数  領域 人数 

教授 10 人 教育 2 人

准教授 7 人 研究 10 人

講師 1 人 社会貢献・学内運営 8 人

助教 1 人 診療、センター、附属学校 1 人

合計 19 人 合計 21 人
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Ⅲ 2011 BEST FACULTY MEMBER 表彰 (平成 24 年 2 月 28 日) 

大学教員業績評価において、平成 22 年度における「教育」、「研究」、「社会貢献・学内運営」、

「診療」活動が特に優れたと認定された大学教員を対象として、その活動に敬意を表し、栄誉を称え

るため『2011 BEST FACULTY MEMBER』として 19 名の大学教員に対して学長表彰を行った。 

 表彰式当日は、山田信博学長から表彰楯を授与した後、各教員より今回の表彰の対象となった業績

について発表を行った。当該活動への理解を深めるとともに、それらの幅広い活動を通じて、大学と

して社会からの要請に応えていく重要性について、あらためて認識する機会となった。 

評価領域 氏名 所属系 職位 

「社会貢献・学内運営」 卯城  祐司 人文社会系 教授 

「研究」 柴田  大輔 人文社会系 准教授 

「社会貢献・学内運営」 青山  慶二 ビジネスサイエンス系 教授 

「研究」 赤阪   健 数理物質系 教授 

「教育」 新井  一郎 数理物質系 准教授 

「研究」 重川  秀実 数理物質系 教授 

「研究」 岩田  洋夫 システム情報系 教授 

「研究」 高橋  大介 システム情報系 准教授 

「社会貢献・学内運営」 辻村  真貴 生命環境系 准教授 

「研究」 橋本  義輝 生命環境系 准教授 

「社会貢献・学内運営」 小川  俊樹 人間系 教授 

「社会貢献・学内運営」 宮本  信也 人間系 教授 

「研究」 征矢  英昭 体育系 教授 

「教育」「社会貢献・学内運営」 三木ひろみ 体育系 准教授 

「研究」「社会貢献・学内運営」 鈴木  雅和 芸術系 教授 

「診療」 朝田   隆 医学医療系 教授 

「研究」 田原  聡子 医学医療系 助教 

「社会貢献・学内運営」 安田   貢 医学医療系 講師 

「研究」 森嶋  厚行 図書館情報メディア系 准教授 

 


